
報 告 書 

報告日 ２０１２年９月４日 

会議名 第 24 回ギャンブル依存症ネットワーク会議 報告者  武崎 美弥子 

日 程 ２０１２年 ２月 1６日（木）  

１９：００～２１：００ 

場所 ハーモニープラザ 

集会室 

参加者 

家族会                       3 名 

専門職（司法書士、保健師、PSW、カウンセラー）    6名 

他                         1 名       計 10 名      

 

 ＜報告＞ 

＊ ギャマノン全国大会 in沖縄（7/１） 

・全国 109団体 155名参加 

    ・本人、家族の体験談。 

        ・かいクリニック稲田 Drの講演 

    ・沖縄は戦争体験が心的外傷として残っている。依存の原因にもなっているのでは？ 

     アメリカ軍に土地を提供し、働かなくても生活できる人もいる。（経済的に豊かでも）心

豊かに生活できているのだろうか。 

 

 ＜情報交換＞ 

＊ 依存症を取り巻く現状・手口 

サクラサイト商法・・・・「有名人に会いたい」「相談に乗ってあげたい」「内職をしたい」「運

気を上げたい」などをきっかけにサイトを利用し、メールの送受信(ポイント購入)にお金が

かかり、少額からだんだん額が多くなっていく。支払い方法が振込・クレジットカード・電

子マネー・コンビニ決済などあり、海外の決済代行業者が入っていることが多く、取り締ま

れない。 

   ＊中国でネット依存の若者が増えている、という報道番組。・・・・一人っ子政策で兄弟や子供

時代の異年齢の子供との関わりが薄れたり、自由が増え縛りがなくなって人とかかわらず

孤立している。社会や共同体が壊れると、依存症が増えるといわれている。 

 

  ＜その他資料＞ 

    ・長野県精神保健福祉センターにおけるギャンブル嗜好問題に関する取り組み 

    ・依存症問題対策全国会議より要望書提出検討 

      『パチンコホールに対する 18歳未満入店の防止対策を求める要請書』 

      『パチンコホールにおける受動喫煙防止対策を求める要請書』 

    ・多重債務者無料相談会開催のお知らせ：愛媛県・愛媛弁護士会・愛媛県司法書士会 

    ・～本人が語る～「依存症の回復とは？」in今治   11/10 

      ギャンブル依存症の家族の対応セミナーin今治   11/10～11 

        ～共に学ぶ～<12 ステップを語ろう>in今治     11/10 

            問い合わせ : NPO ギャンブル依存ファミリーセンターホープヒル、ひなげしの会 

＜次回＞ 

   H24年 10月 18日(木)19：00～  松山市総合福祉センター ボランティア研修室 


